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奈良文化財研究所 

 

 

都道府県別の発掘調査報告書総目録 

第一弾兵庫県編の公開 

 

１、概要 

 

   (１)総目録の公開 

 

日 時：2018 年4月17日（火）よりWEB公開 

URL（全国遺跡報告総覧）：http://sitereports.nabunken.go.jp/ja/21896 

※印刷物は、奈良文化財研究所図書資料室で閲覧可能。国立国会図書館、兵庫県立図書館、神戸市中

央図書館、県内大学図書館等に配布済み 

 

(２)概要 

 

  これまで戦前を含め発掘調査報告書の発行数は不明であり、十数万～二十万冊とも言われてきまし

た。奈良文化財研究所（以下、奈文研）では、実数を確定するため、全国の発掘調査報告書の総目録を

作成しています。まず第一弾として兵庫県編が完成しましたので、公開します。 

 

(３)作成方法 

 

 奈文研図書資料室、国立国会図書館、大学図書館や公共図書館等の書誌データを収集・突合し、暫定

リストを作成しました。そのうえで、兵庫県教育委員会文化財課を通して県内市町村文化財専門職職員

に暫定リストのチェックと加筆修正を依頼し、完成させました。 

 

(４)工夫した点（新規性） 

 

・地方公共団体文化財専門職職員と協同で作成することで網羅性を高めました。 

・地方公共団体発行の報告書に限らず、大学等の機関が発行した報告書も収録しました。 

・大学図書館系の図書データベースである CiNiiBooks と、国立国会図書館および公共図書館の図書デ

ータベースである国立国会図書館サーチに登録された書誌情報を同定しました。CiNiiBooks、国立

国会図書館、奈文研図書システムの書誌 ID、全国遺跡報告総覧の ID をそれぞれ掲載し、重複のない

総目録の管理番号を付与しました。 

 

(５)データ 

 

・収録書誌件数：3241 件 

・収録対象：史跡や埋蔵文化財に関わる調査成果を記載した冊子体（発掘調査報告書、概報、保存管理

計画書、遺跡地図等）。論文を掲載した学術雑誌等は対象外。 

 



２、背景と期待される効果 

  【背景（現状の課題）】 

・報告書総数が不明 

日本では埋蔵文化財保護行政の着実な推進によって、膨大な発掘報告書が発行され、長年にわたる日本考

古学の研究蓄積があります。既に推定十数万冊の報告書が発行されており、さらに年間約 1,700 冊の発掘

報告書が発行されています。奈文研図書資料室の蔵書数は 36 万冊あり、国立国会図書館と並ぶ日本屈指の

「文化財専門図書館」ですが、奈文研図書資料室および国立国会図書館においても、すべての報告書を所

蔵していません。現時点において、すべての報告書を所蔵している機関はなく、また総数も不明です。 

 

・報告書書誌のバラつき 

 発掘調査報告書は、商業出版として流通しないため、ISBN 等のコードはありません。専門的な報告書の

ため、所蔵館ごとに作成した書誌にバラつきがあるケースがあります。また、大学図書館系の図書データ

ベースである CiNiiBooks と、国立国会図書館および公共図書館の図書データベースである国立国会図書館

サーチに登録された書誌情報が同一であるか判断する必要があります。 

 

・市民にとって情報アクセスにハードル 

 地域では、地方公共団体をはじめ、大学など様々な機関が発掘調査を実施し、報告書を刊行しています。

そのため市民が地域の歴史を研究するためには、個別に調査成果も把握する必要があります。しかし、あ

らかじめ他機関が調査したという事実を知らなければ、その調査成果にアクセスすることすらできません。

また、閲覧したい報告書が判明しても、どこに所蔵されているかわかりませんでした。 

 

【期待される効果】 

・埋蔵文化財保護行政および地域研究における基礎的情報を提供 

埋蔵文化財の保護および地域研究の推進のために、総目録は過去の成果の網羅的把握を可能とします。 

 

・報告書の所蔵図書館がわかる 

 総目録は、当該地域の過去の調査成果を調べるインデックスとして活用することができます。必要とす

る報告書は、総目録に記載している ID を調べることで、どの図書館が所蔵しているかを確認できます。 

 電子データが公開されていれば、全国遺跡報告総覧にてインターネット上でも閲覧できます。 

 

【参考情報】 

・全国遺跡報告総覧とは 

 全国遺跡報告総覧（以下「総覧」）は、埋蔵文化財の発掘調査報告書を全文電子化して、インターネット

上で検索・閲覧できるようにした“報告書のインデックス”です。「総覧」は、全国遺跡資料リポジトリ・

プロジェクトによって構築された遺跡資料リポジトリ・システムとコンテンツを奈文研が引き継ぎ、運用

しているものです。 

 貴重な学術資料でありながら、流通範囲が限られ一般に利用しづらい報告書をインターネット上で公開

することで、必要とする人が誰でも手軽に調査・研究や教育に利用できる環境の構築を目指しています。 

 現在、全国の大学や自治体等 400 機関の報告書類 21,282 件を収録しています（2018 年 4 月 17 日時点）。

URL http://sitereports.nabunken.go.jp/ja 

 

 

お問い合わせ先  奈良文化財研究所企画調整部 高田（たかた）  Mail soran@nabunken.go.jp 



① 地域の発掘調査報告書を網羅的に把握できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕の住んでいる地域では過去にどんな発掘

調査がされたのだろう。 

どうやら地元の地方公共団体以外の機関も

調査していると聞いたことがある。でも、 

確認しようにも、報告書がいつどれだけ発行

されているのかわからないよ！ 

発掘調査報告書総目録を活用すると、

いつどんな報告書が発行されたかを 

確認できます。 

発行機関、発行年、書名（遺跡名）

がわかる！ 

よし、地元の発掘調査報告書を調

べてみよう。 



② 報告書の所蔵図書館がわかる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閲覧したい報告書は分かったけど、

どこに行けば閲覧できるのかわか

らないよ。 

また、似たような報告書があって、

図書データベース毎に区別がつか

ないよ。 

発掘調査報告書総目録では、図書 

データベースごとの ID を整理して

あります。この ID で、所蔵館を調

べることができます。 

区別しづらい報告書も、重複の無い

管理番号で整理されていますよ。 

大学図書館

に所蔵あり 

国 立 国 会

図 書 館 に

所蔵あり 

奈文研図書資料室

に所蔵あり 

全国遺跡

報告総覧

で公開済

み 

所蔵情報がわかったので、最寄り

の図書館に行ってみよう。 

 


